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　全国言友会連絡協議会作成のリーフレットや動画
を教育現場で活用し、吃音に関する研修会の開催を

以前に提案したが、学校現場への周知方法を伺う。
　昨年2月に特別支援教育コーディネーター担当者
会を開催し、同リーフレットと動画のURLを配付す

るとともに、趣旨や活用方法を説明し、教職員への周知を依
頼した。参加者からは「わかりやすい」「支援に悩む教員に配
付したい」との声があった。引き続き教職員が吃音を含む様
々な特性や障がいに対する正しい理解を深め、一人ひとり
の児童生徒に適切な支援ができるよう、特別支援教育の研
修の充実に努める。

吃音に関する
リーフレット等の活用
山薗　有理 議員

　女性が出産後安心して社会参画でき健康に活動す
るためにも搾乳できる環境が重要と考えるが、見解は。
　保健センターと市役所に設置している授乳室では、
カーテンを配置し、出入りの際に中が見えないよう

にする、個室では鍵をかけられるなど、プライバシーに配慮
した造りになっているとともに、搾乳にも利用することが
できる。搾乳のために授乳室を利用できることについて、市
ホームページを活用するなど、さらなる周知に取り組む。ま
ずは保健センターや市役所の授乳室入り口に搾乳に係る掲
示を始めるとともに、各施設での掲示を呼びかけるなど、誰
もが安心して搾乳できる環境づくりに取り組んでいく。

安心して搾乳できる
環境づくり
松浦　晴美 議員

　子どもたちによりよい教育環境を整えるため、公
共が取り組むべきは公教育の充実だと考えるが、市

長の見解を伺う。
　公教育、いわゆる学校教育は、すべての子どもにひ
としく学びの機会を保障する重要な基盤であり、そ

の充実が行政の最重要の責務であると認識している。しか
し同時に、家庭の経済的事情により学校外教育の機会に格
差があると考えている。これまでどおり学校教育の充実に
取り組むことに加え、それを補完し、子どもたちの多様な体
験を広げる施策にも行政が取り組む価値があると考え、子
どもの習い事応援事業を創設する。

公教育（学校教育）の充実と
学校外教育の実施
大津留　求 議員

　部活動の地域移行について、どのように持続可能
な仕組みとして確立させるのかを伺う。
　本市の部活動地域移行は単なる制度変更ではなく、
子どもたちに多様で豊かなスポーツ、文化芸術活動

の環境整備を進める取組と認識している。子どもたちの選
択の幅を広げ、持続可能な地域クラブ活動が展開されるこ
と、また、企業や大学等の参画により、より子どもたちの学
びの環境が充実されることを目指し、段階的かつ着実に進
める。今後も地域の多様な担い手と連携し、子どもたちが将
来にわたりスポーツや文化芸術に親しめる環境をつくり、
地域全体で子どもを育てる体制づくりを進めていく。

中学校部活動の地域移行
～持続可能な制度の確立～
竹村　和人 議員

　英語教育の向上に大きな意義があると考えるオン
ライン英会話の導入について、見解を伺う。
　現在、児童生徒の発話量を含めた個別最適な学び
の機会を増やすほか、ALTとのオンラインでのコミ

ュニケーション活動を充実させるなど英語力向上に努めて
いる。今後、オンライン英会話を含めた個別最適な学びと集
団での学びを、どのように授業や家庭学習に取り入れるこ
とが効果的なのかを研究するとともに、ALTによる対面授
業と、デジタル教科書による音声練習やオンライン英会話
等による個別学習を組み合わせ、効果的に融合させる研究
を進め、さらなる英語力向上と英語教育の充実に努める。

英語教育の今後の展望
～オンライン英会話～
前田　伸一郎 議員

　火葬後に残る残骨灰から抽出した貴金属を、自治体
が売却して収益を得る動きが話題となっているが、市

の取扱いを伺う。
　現在、ご遺体の火葬後、遺族が骨つぼへの収骨を行
った後に残る残骨灰は、遺族や亡くなられた方の尊

厳に配慮し、溶融処理した後、最終供養地へ移送し、永代供
養を行っている。今後、多死社会の到来により多くの残骨灰
の発生が予想される一方、歯科治療における材料等の置き
換えが進み、残骨灰に含まれる有価物は減少傾向にあるこ
となど様々な状況を鑑み、国や近隣市等の動向を注視する
とともに市民の意見を踏まえ検討を進めていく。

残骨灰の取扱い

齊藤　真治 議員

　要介護者の増加と介護ニーズの急増などに伴い、
質の高い多様な介護を求める要求も高まっている。

今後ますます介護の需要増加が見込まれるが、介護医療院
の需要に対する見解を伺う。

　介護医療院は、長期にわたり療養を要する要介護
者に対して必要な医療提供と日常生活上の世話を行

うことを目的とする施設で、市内には定員120名の介護医
療院が1か所あり、ほぼ満床の状況である。超高齢化が進展
する中、医療ケアを必要とする要介護高齢者数の増加が想
定されるため、来年度に策定予定の第10期市介護保険事業
計画において必要な介護医療院について検討する。

介護医療院
～今後の需要見込み～
加柴　扶美 議員

　来年度に完全移行する部活動の地域展開において、
保護者の費用負担が増えることへの対応策を伺う。
　子どもたちが経済的な理由により活動への参加を
断念することが決してないよう、保護者の経済的負

担の軽減に向けた支援策と、必要となる安定的な財源の確
保は、大きな課題と認識している。現時点で、国から公費負
担の具体的スキームは示されていないが、子どもたちや保
護者が安心して参加できる環境整備が最優先となる。市議
会から示されている保護者負担の軽減における要望を受け、
国の動向を注視しつつ、経済的困窮世帯への支援をはじめ
保護者の経済的負担軽減策を講じていく。

中学校部活動の地域展開
～保護者の費用負担～
戸田　龍起 議員

　①運動会の練習中に発生した事故の内容が市教育
委員会で回覧されたにも関わらず、その内容が見過ご

された原因は。②第三者機関や相談窓口設置に対する見解は。
　①市教育委員会で内容を確認していたが、結果的
にその時点で学校への確認等には至らなかった。今

後、事故の迅速な情報共有を行うことや詳細を確認するた
めに、学校に対して積極的な働きかけを行う。②文部科学省
より、学校での対応が困難な事案は学校以外が担うべき業
務として示され、保護者対応の仕組みを研究している自治
体では、よりよい対応を目指すため相談窓口の設置等第三
者が関わっている。今後、先進事例を踏まえて研究を進める。

運動会練習中の事故の検証
と相談窓口の設置
保田　憲司 議員

　いたみ花火大会の開催時期について、今後、夏開催
とするのか、秋開催を定着させていくのかを伺う。
　開催時期は、安全・安心を第一に開催時期の違いに
よる来場者数を予測し、その予測を基に警備体制な

どを検討する。その上で、できる限り市民満足度や経済効果
につなげていくことができるよう、慎重に開催時期を決定
していきたい。また、今回、市民アンケートを実施し、500件
を超える回答をいただいている。アンケート結果を含め、周
辺住民、商業者の代表等で構成される実行委員会と継続的
な協議を行い、開催時期も含めて今後の大会運営に関する
合意形成を図る。

いたみ花火大会の開催時期

原　直輝 議員

　今年4月から1人当たり月8,000円の電子クーポ
ンを配付し、登録制の習い事教室を自由に選べる子

どもの習い事応援事業について、今後の見通しを伺う。
　本事業はすべての子どもが健やかに成長でき、子
育て世代が本市で子どもを育てたいと思えるまちと

なるよう取り組む未来を見据えた事業の1つとして実施す
るが、限られた財源で優先順位をつけて取り組む必要があ
るため、家庭の経済的事情による体験機会の格差解消に向
けて開始する。事業拡張の方向性をできる限り早く示した
い一方、実施には安定的な財源を十分に確保する必要があ
るため、行財政改革を推進し、しかるべき時期に改めて示す。

子どもの習い事応援事業の
今後の見通し
花田　康次郞 議員

①会議録検索システム（2月中旬に掲載予定）
②インターネット議会中継（ライブ・録画）
③代表質問・個人質問・一般質問・質疑の要旨

市議会ホームページから
3つの方法でご覧いただけます。

伊丹市議会 検  索　令和7年第5回定例会（12月2日～23日）では、24人の議員から市政全般にわたり、
さまざまな質問がありました。その一部を紹介します。
　なお、詳細については、ホームページや二次元コードからご覧いただけます。

　高齢者の健康寿命を縮める要因となる骨粗しょう
症の早期発見は重要である。市特定健診に骨密度検

査を標準項目として導入することについて伺う。
　骨粗しょう症を早期に発見し、自身の骨密度を把
握することは有意義であることから、多くの方に骨

密度を測定できる機会を設けることが重要であると考える。
まずは、市民に自身の骨密度を把握し、生活習慣の改善や医
療機関への受診を考えていただく機会となる啓発や、意識
づけの機会となる事業の実施を検討している。また、市民が
広く骨密度に興味・関心を持ち、主体的に健康管理に取り組
んでいただける事業のあり方の検討を行っている。

骨密度検査
～特定健診への導入～
森　華奈子 議員
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　公立認定こども園・保育所での、①在園の保護者の
リフレッシュ目的での保育の必要性や今後の方向性

と、②保育時間を保護者の就労時間等とする入所説明以外
の運用と、保護者が安心して相談できる環境づくりは。

　①利用者の心身の負担軽減の必要性は認識してい
るが、財源や人材確保の観点から優先順位をつけた

対応が必要である。今後、保護者のリフレッシュ目的での保
育の必要性が生じると認識しているが、国の動向等を見定
めていく。②保護者への配慮と子どもの最善の利益を尊重
し、施設状況等を踏まえ、個別事情に応じた対応を心がけて
いる。何でも施設に話せる雰囲気づくりが重要である。

リフレッシュ目的での保育
の必要性と方向性
大江　ひろと 議員

　市役所女性職員の活躍と、全職員のワーク・ライフ・
バランスの取組の現状と今後について伺う。
　昨年4月1日時点で市の正規職員のうち48.8%が
女性であり、女性職員がこれまで以上に市政の様々

な分野・職種で広く活躍している。市は、女性職員向けのキ
ャリア形成研修や働き方等に係る座談会を開催するなど、
一人ひとりが自身の強みを発見し、市で活躍できるよう支
援する。また、全職員を対象に多様な働き方や各ライフステ
ージに対応できる休暇等各種制度を整備し、メンタルヘル
ス対策を実施するなど、職員が仕事と家庭の両立を図り安
心して働き続けられる職場環境づくりに努めている。

男女共同参画社会への取組

高塚　伴子 議員

　病院運営において重要となる経営企画室である
が、統合新病院での業務内容を伺う。
　経営企画室では、医療DXが重要な役割を担うと見
据え、病院情報システムをデータの連携基盤として

つなぐデータ利活用プラットフォームを構築する予定とし
ており、データ分析可視化ツールや、病床稼働・外来の進捗
の状況等をリアルタイムに可視化できるモニタリングシス
テムを駆使し、迅速で実効的な経営判断を支援する。また、
診療報酬改定や入院患者に係る医療情報データを解析し、
収益構造を最適化する診療計画の策定や、診療科ごとの具
体的な戦略が立案できるようになると想定している。

統合新病院における
経営企画室の役割
鈴木　隆広 議員

　子どもたちが安心して学校に通えるよう、通学路
の危険箇所を公開することについて、見解を伺う。
　車を運転するドライバー等に通学路の危険箇所を
認識してもらうメリットがある一方、不特定多数の

方に通学路の情報を公開することで、事件や犯罪に悪用さ
れる危険性があるため、情報を必要とする児童生徒や保護
者、地域の方々などと共有している。また、各学校のPTAを
中心に地域安全マップを作成し、各家庭に配布、周知してい
るほか、伊丹警察署から提供された自転車関係事故のデー
タを基に作成した自転車事故マップを市ホームページで公
開し、特に注意が必要な地点などを掲載している。

通学路における危険マップ
の公開
新内　善雄 議員

　人口増加が進む市南部に住んでいる市民へのサー
ビス向上の観点から、南分室の設置に合わせてラス

タホールに期日前投票所を開設することへの見解を伺う。
　期日前投票の経費に係る交付金の予算は実費に満
たない現状があり、また、ラスタホールは1階ロビー

も含めて貸室業務を行っており、急な選挙の場合、既に予約
されている可能性が高く、市民活動等に影響を与える恐れ
がある。加えて駐車台数が限られているなど多くの課題が
あり厳しい状況であるが、市選挙管理委員会にも市南部に
期日前投票所を設置してほしいとの市民の声が届いている。
今後も、期日前投票者の動向に注視し、あり方を検討する。

期日前投票所の増設
～人口増加が進む南部に～
篠原　光宏 議員

　市が行う、または関与する人権的講演等で、今後も
拉致をはじめとした北朝鮮による人権侵害を取り扱

うこと、また、さらなる啓発に取り組むことへの見解は。
　市は、市民集会をはじめ人権について関心を持ち、
知っていただけるよう、講演会や研修会を行ってい

る。社会には様々な人権問題があるが、北朝鮮による拉致は、
国民の生命と安全に関わる重大な人権侵害であるというこ
とを改めて認識し、講演会等の機会を通して、この問題に対
する関心や理解を高められるよう、引き続き取り組む。また、
様々な手法での啓発に継続的に取り組み、拉致問題の早期
解決に寄与していきたい。

北朝鮮による人権侵害問題
～啓発に向けた取組～
杉　一 議員

　就学援助受給世帯の子どもの体験機会がどの程度
不足しているのか、子どもの習い事応援事業の導入

を急ぐ必要性の裏付けとして具体的なデータや調査結果は。
　令和7年度全国学力・学習状況調査による本市の
公立小学校6年生の通塾率は39%、令和6年度に民

間事業者が公表した全国調査で小学6年生が習い事をして
いる率は72.3%である一方、市内の就学援助受給認定を受
けた家庭へのアンケート調査による小学6年生の通塾率は
22.8%、習い事をしている率は44.6%であった。いずれも
全体に対して約6割にとどまり、就学援助受給世帯におけ
る体験機会の不足は看過できない課題と捉えている。

子どもの習い事応援事業
～体験格差の実態～
鈴木　久美子 議員

　昨年10月から伊丹・笹原・天神川の3小学校区をモ
デル地域として実施している高齢者等ごみ出し支援

事業について、利用世帯数と、市全域での事業展開への見解
を伺う。

　モデル地域での利用世帯数は、昨年12月5日時点
で合計5世帯となっており、おおむね順調に実施で

きている。現在のモデル地域での実施は令和8年度末までと
し、今後より詳細な検証を行いながら、令和9年度以降、事
業効果を担保しつつ、スムーズなごみ収集や緊急時の対応、
適切な地域との連携等が可能であるとの判断に至れば、本
事業を全市的に展開していきたい。

高齢者等ごみ出し支援事業
～全域展開に向けて～
永松　敏彦 議員

　市内企業の規模や業種は多岐にわたり、すべての
企業が同じスピードで環境投資を進めることはでき

ない。脱炭素化は経済施策でもあり、企業の競争力にも直結
すると考えるが、脱炭素経営への移行支援について伺う。

　市は、いたみ脱炭素コンソーシアム※を立ち上げ、
来年度から本格的に脱炭素経営支援を開始し、市内

企業の脱炭素経営の促進を通じて環境と経済の好循環を生
み出し、地域脱炭素と企業と地域の課題の同時解決を目指
す。まずは、多くの企業に共通する経営コストの削減や人材
確保等の課題解決につながる脱炭素経営を後押しする。

脱炭素経営への移行支援

土井　秀勝 議員

　障がい児用の抱っこひもを、日常生活用具給付等
事業の助成対象とできないのかを伺う。
　日常生活用具給付等事業は、地域の特性や利用者
の状況に応じ、柔軟な形態により効果的・効率的に実

施することとされており、給付等の判断は各市に委ねられ
ている。市は、現時点で障がい児用の抱っこひもを給付対象
品目としていないが、これまで本事業の対象品目等は、様々
な要望や意見を伺いながら、定期的に見直しを行っている。
障がい児用の抱っこひもを新たに追加するか否かについて
は、個別具体的な内容を精査し、全体的な給付要件のバラン
スを勘案しながら慎重に判断する。

障がい児用の抱っこひも
～購入費用の助成～
岸田　真佐人 議員

　本市の保護司は県内でも充足率が低いが、①保護
司の担い手確保に向けた啓発や広報による支援策と、

②市再犯防止推進計画策定への見通しを伺う。
　①保護司会広報誌の公共施設への配架、市ホーム
ページ・市庁舎デジタルサイネージ等による情報発

信や、まちづくり出前講座での保護司会の紹介のほか、市職
員の退職前説明会で活動紹介等を実施している。更生保護
活動のさらなる理解促進や担い手不足の解消に向け、引き
続き保護司会等関係団体と連携し、支援を図る。②国や県の
計画を踏まえ、他の自治体の先進事例も参考としながら、市
再犯防止推進計画のあり方について研究を進める。

保護司の担い手確保と
市再犯防止推進計画
北原　速男 議員

　精神障がい者の就労支援強化に向けて、支援する側
と雇用する側の相互理解を深め、さらには連携強化に

つながる場づくりが必要と考えるが、その方策は。
　今年度は、障がい者の就労支援者が障がい者等を
受け入れる企業の開拓手法を学ぶワークショップの

開催を企画している。来年度以降は、障がい者等の就労につ
いて、企業が考える雇用条件と支援者が把握する状況との
すり合わせを行うことで企業側の理解を深め、就労につな
げていく場の設定を検討するとともに、求人情報における
業務内容を詳細に記したシートの作成など、障がい者等の
雇用を促進するための方策を検討している。

精神障がい者の
就労支援強化策
泊　照彦 議員

・一般質問の発言順で掲載しています。

※�いたみ脱炭素コンソーシアム…市、市内企業と深い関わりのある経済
団体、金融機関及び支援機関で構築された組織
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　議案は、委員会審査のあと
本会議で議決されます。
　第5回定例会の議案29件の
うち27件は可決されました
が、請願2件は不採択となり
ました。

文教福祉常任委員会

A �体育施設条例の一部改正
B �市内の学校園所における化学物質過敏症等に対するさらな
る理解の推進を求める請願

C 労働福祉会館条例の一部改正
D 日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める請願
E 議会議員定数条例の一部改正

賛 否 の 分 か れ た 議 案

都市企業常任委員会
○共同利用施設等条例の一部改正
○労働福祉会館条例の一部改正  C  

○�建築物における駐車施設の附置等に関する条例の一部改
正

○共同利用施設等の指定管理者の指定
○�共同利用施設平松会館及びコミュニティセンター梅ノ木

の指定管理者の指定
○産業振興センターの指定管理者の指定
○文化会館及び音楽ホールの指定管理者の指定
○自転車駐車場の指定管理者の指定
○令和7年度　水道事業会計補正予算
○令和7年度　下水道事業会計補正予算
○�日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める請願  D

総務政策常任委員会

A B C D E

可決 不採択 可決 不採択 可決公明党
北原　速男 ○ × ○ × 退
篠原　光宏 ○ × ○ × 退
竹村　和人 ○ × ○ × 退
永松　敏彦 ○ × ○ × 退
松浦　晴美 ○ × ○ × 退
前田伸一郎 ○ × ○ × 退
新政会
泊　　照彦 ○ × ○ × ○
加藤　光博（議長） ― ― ― ― ―
杉　　　一 ○ × ○ × ○
戸田　龍起 ○ × ○ × ○
土井　秀勝 ○ × ○ × ○
花田康次郞 ○ × ○ × ○
伊丹維新の会
齊藤　真治 ○ ○ ○ × ○
大江ひろと ○ ○ ○ × ○
森　華奈子 ○ ○ ○ × ○
鈴木　隆広 ○ ○ ○ × ○
原　　直輝 ○ ○ ○ × ○
フォーラム伊丹
保田　憲司（監査委員） ○ ○ ○ ○ ×
山薗　有理 ○ ○ ○ ○ ×
大津留　求 ○ ○ ○ ○ ×
岸田真佐人 ○ ○ ○ ○ ×
創政会
川井田清香（副議長） ○ × ○ × ○
鈴木久美子 ○ × ○ × ○
新内　善雄 ○ × ○ × ○
会派に属さない議員
高塚　伴子 ○ ○ ○ ○ ×
加柴　扶美 × ○ × ○ ×
○…賛成　×…反対　退…退席　―…議長は表決に加わりません。

会派名
議員名

議会では本会議から
委員会に議案を付託して、
詳細な審査をするんだ。
3つの常任委員会

（総務政策・文教福祉・都市企業）
と議会運営委員会で審査が

行われたんだ。

　令和7年第5回定例会では、議案は29件でした。
　ここでは、全議案と、これらの議案が付託された4つの委員会の内容をご紹介します。
　なお、議案名の横に A ～ E とあるのは、賛否が分かれた議案です。各議員の賛否は7ページの
議決結果をご覧ください。

○令和7年度　一般会計補正予算（第3号） ○�議会議員定数条例の一部改正  E  

子どもの習い事応援事業を実施
　小学校1～6年生の保護者のうち、就学援助を受
給している方を対象に、児童1人あたり8千円相当
額／月を電子クーポンで給付し、子ども一人ひとり
の個性を伸ばし、可能性を広げる多様な学びや体験
の機会が創出・確保されます。

○令和7年度　介護保険事業特別会計補正予算
○�特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条

例の制定
○�特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例等の一部改正
○�家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部改正
○�体育施設条例の一部改正  A

○�高齢者憩のセンターの指定管理者の指定
○�市内の学校園所における化学物質過敏症等に対するさら

なる理解の推進を求める請願  B

議　案�26 件
意見書� 1 件

請　願� 2 件可決
承認・決定

不採択

　議員から、市議会の議員定数を、現在の28人から
26人とする議案が提出され、賛成者多数で可決し
ました。以下は、本委員会での審査経過の要旨です。
　次回の一般選挙から適用されます。

　提案理由にある「効率的・効果的な議会運営」の具
体的内容や、2人削減することの根拠とメリット・
デメリット、さらには、その評価方法や定数削減の
結果、不都合が発生した場合の対応方法が問われる
とともに、少数意見等を反映させる方策や市民への
アンケートを実施しなかった経緯と理由がたださ
れました。
　また、令和7年第1回定例会での同案件否決に係
る検証の有無や否決後に市民からの声を収集した
のかが問われたほか、十分な熟議ができたと判断さ
れた理由や定数28人と比較して2人少ない状況で
議案提出したことに対する考え方がただされまし
た。
　さらに、提出までの手続をとらなかったことに対
する見解や今定例会で結論を出す緊急性が問われ
るなど種々質疑が交わされました。

議員定数を28人から26人に削減

議会運営委員会

委員会付託なし
○えん罪をなくす仕組みを求める意見書

○令和7年度　一般会計補正予算（第5号）

急遽、24億6,450万1千円を追加補正

　物価高騰に直面する市民生活への支援が行われ
ます。
◆生活応援ギフトカードの配付
　全市民を対象に1人あたり6,000円分のバニラ
Visaギフトカード※が配付され、食料品等の物価高
騰の影響を受けている家計の負担が軽減されます。
 ※�バニラVisaギフトカード…プリペイド式のカード、 

Visa加盟店で利用可能

◆水道基本料金等の軽減
　全市民・事業者を対象に、水道基本料金及び下水
道基本使用料が1期・2か月分（令和8年2月・3月徴
収分）減免され、公共料金等の負担が軽減されます。
◆子育て応援手当の支給
　物価高騰の影響を特に強く受けている子育て世
帯に対し、子ども1人あたり2万円が支給され、子ど
もたちの健やかな成長が応援されます。

その他の議案
○市税条例等の一部改正
○災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正
○一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正
○令和7年度　一般会計補正予算（第4号）
○令和7年度　病院事業会計補正予算
○令和7年度　交通事業会計補正予算
○物品の取得
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※詳細は、市議会ホームページでご覧いただけます。

委員会の視察・要望報告

(10/30) �国土交通省 
（要望活動）

(10/31) �成田空港 
「空港運営」

飛行場問題対策特別委員会

成田空港

(11/6)   �兵庫県立尼崎総合医
療センター 

「�高度急性期病院とし
ての現状と課題」

(11/10) �兵庫県立はりま姫路
総合医療センター 

「高度急性期病院としての現状と課題」

市立伊丹病院検討特別委員会

兵庫県立尼崎総合医療センター

(11/19) �宮崎県 都城市 
「市民との意見交換会」

(11/20) �宮崎県 宮崎市 
「�議会の活性化に向け

た取組」

議会改革検討特別委員会

都城市

(1/19)   �愛知県 豊橋市 
「�住民投票条例・議会

運営」
(1/20)   ��愛知県 蒲郡市 

「�議会運営・議会改革
の取組」

議会運営委員会

豊橋市

請願・陳情の受付は随時行っています。あなたの声を伊丹市議会へ。
「伊丹市議会だより」編集発行：伊丹市議会事務局議事課　〒664-8503 伊丹市千僧1丁目1番地（市役所3階） 

   1072-780-4090　5072-784-8092　 https://www.city.itami.lg.jp
   伊丹市議会だよりは86,600部作成し、印刷費は1部あたり7.56円です。

会議の予定

2/8 9 10 11 12 13 14

議会運営委員会

15 16 17 18 19 20 21

第1回定例会
本会議招集日

議員総会

22 23 24 25 26 27 28

議会運営委員会
本会議第2日
議案質疑議案質疑

本会議第3日 総務政策
常任委員会

文教福祉
常任委員会

3/1 2 3 4 5 6 7

都市企業
常任委員会

本会議第4日
代表質問代表質問

本会議第5日
代表質問代表質問
個人質問個人質問

本会議第6日
個人質問個人質問

8 9 10 11 12 13 14

本会議第7日
個人質問個人質問

議会運営委員会
本会議第8日
個人質問等個人質問等

予算等審査
特別委員会

予算等審査
特別委員会

予算等審査
特別委員会

予算等審査
特別委員会

15 16 17 18 19 20 21

予算等審査
特別委員会

予算等審査
特別委員会

予算等審査
特別委員会

22 23 24 25 26 27 28

予算等審査
特別委員会

議会運営委員会
本会議最終日

議員総会

市議会からのお知らせ

　議場で市立伊丹高等学校吹奏楽部によるコンサー
トを開催します。
●日時：3月27日（金）午前10時～（約20分）
●場所：市役所本会議場
●受付：�当日、市議会事務局（市役所3階）へ。 

議場への入場は73名まで。先着順。

♪議場コンサート♪♪議場コンサート♪

アプリ「マチイロ」での
伊丹市議会だよりの
配信終了
　令和８年３月３１日で、無料アプリ「マチイロ」での配信
を終了します。

　視覚障がいのある方を対象に、「朗読ボランティアグループ
玉手箱」の皆さんの協力により、市議会だよりを朗読録音した
ＣＤを提供しています。
　希望される場合は、伊丹市立障害者福祉センター（アイ愛セ
ンター）へお申し込みください。
☎072-772-0221　5072-780-2897
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